
  

  今日の我が日本は、戦後最大の國難を迎えた状況にあります。我が國の敗戦後に始まった

ＧＨＱによるアメリカの日本解体政策、及びこれに続く中国の対日侵略工作が遂に完成

の域に達した事態を､昨年に誕生した民主党政権の成立が示したものと思います。

今回の講演では､日本が危機を招いた背景、原因などその本質を述べさせて頂きます。

      

  

＊ ご参加頂ける方は、出来るだけメールまたはＦＡＸで事前にお申込み（お名前､ご住所､電話番号）下さい。

＊ （ＦＡＸは裏面の用紙にご記入のうえ、送信して下さい。電話によるお申込みもでも結構です。）  

日本文化チャンネル“桜”＊支援講演会 のご案内

『日本の危機の本質』

主  催    『日本文化チャンネル桜』 を支える会＊千 葉     

支   援   日本文化チャンネル桜二千人委員会

        頑張れ日本！全国行動委員会

お申込み 『日本文化チャンネル桜』 を支える会＊千 葉

連 絡 先         ＴＥＬ/FAX： ０４-７１４５-７５４５

            Ｅ-Ｍａｉｌ  ： ch-sakura.chiba@jcom.home.ne.jp

日本文化チャンネル桜二千人委員会   

ＴＥＬ： ０３-６４１９-３９００  FAX： 03-3407-2263
         

講 師 ： 西 部 邁 先 生 (評 論 家)

水 島 総 先 生 （株式会社 日本文化チャンネル桜 社長､映画監督､脚本家）

日  時 ： 平 成２２年 ４月１０日（土 曜）

    開 演 午後３時３０分 （受付開始 午後３時より） 先着２７０名

場  所 ： 船橋市中央公民館講堂（６ 階）  

受 講 料 ： ５００ 円（資 料 代）

                                                      
  

                                                                           
                                           

                                                

【講 師 プロフィール】

西 部 邁

昭和 14年北海道生まれ。東京大学経済学部卒・東京大学教授を経て､平成6年から 17年
まで､月刊誌｢発言者｣の主幹を務める。現在は｢北の発言｣責任編集､｢表現者｣顧問。｢経済倫

理学序説｣で吉野作造賞､｢生まじめな戯れ｣でサントリー学芸賞､近著｢サンチョ・キホーテ

の旅｣で２００９年度文化庁芸術選奨文部科学大臣賞受賞。その他多数の著書

水 島 総

昭和24年静岡県生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。映画｢南の島に雪が降る｣､ドキュメ
ンタリー｢特攻 國破れても國は滅びず｣､テレビドラマ｢車椅子の花嫁｣(プラハ国際テレビ
祭視聴者大賞)､｢アトランタホテル物語｣(ギャラクシー賞奨励賞)､300 本以上の監督･脚本
作品がある。現在､映画｢南京の真実｣第二部を製作中。日本映画監督協会会員､日本脚本家

連盟会員。｢頑張れ日本！全国行動委員会｣幹事長も務める。

【会場案内図】

住 所：船橋市本町 ２―２―５

電 話：０４７－４３４－５５５１

交 通：ＪＲ船橋駅（南口）から徒歩約７分

    京成船橋駅から徒歩約5分
    駐車場には限りがありますので､お車はご遠慮下さい。



皆 様

特に今日の我が國の教育、マスメディアの荒廃をどのようにお考えでしょうか。

我が國の敗戦後の教育現場に於ける教育は、反日教師による左翼イデオロギーに基

づく教育が長きに亘って放任されてきました。その結果、歪んだ教育を真に受け、

それを｢真実｣として受入れた多くの人間が、現在、我が國のあらゆる分野において

中枢な部署で中堅的な立場の権限を持って活動しているのが、残念ながら我が國の

現状の姿であります。日本の行く末を考えたとき、我々はこの状況を看過して放置

しておくわけにはまいりません。

先祖が築いてきた我が國の國柄と誇りを受け継ぎ、50年・100年の未来に生きる

我々の子孫に正しくこれを引き継ぐことは、今を生きる我々に課せられた重要な責

務であると考えます。

この深刻な危機を理解するために、是非この度の講演会にご参加下さい。

4月10日（土曜日）開催の 『講演会』 ＦＡＸ 申込み書

                                ＊） ご氏名、ご住所、電話番号以外は任意のご判断でご記入下さい。         

氏  名 年 代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上

住  所 〒    －

電  話      －     － ＦＡＸ      －       －

Ｅ-ｍａｉｌ 懇親会 参  加   不参加

特 記： □ 二千人委員会  □ 友の会/サポーター  □ Ｓｏ－ＴＶ 視聴  □ その他

＊ 日本文化チャンネル桜をご存知ですか  □ 知っている  □ 知らない

     □ チャンネル桜の資料を希望する  □ 今後の催し情報を希望する

＊ この講演会をどのようにして知りましたか □ チャンネル桜放送  □ チラシ配布

  □ ポスティング  □ インターネット  □ E-メール  □ 友人から             

     □ 講演会の資料として （講演会名：                                    ）

     □ 組織・団体からの案内 （組織・団体名：                                ）

                                                (H220322 版)    


